








結語 

VK の予防的投与は HPT 異常低値例を減少させることができ,特発性乳児ビタミン K 欠乏性

出血症の発生予防に効果的であると考えられるが,しかし,投与しても本症の発生を完全に

0 にすることは困難と考えられ,できれば日齢 30 日頃に HPT を行うことが望ましいと思わ

れた。 


